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連休明けの再スタート 

校 長 中嶋 雅彦  

 昭和の日から始まったゴールデンウィークも終わり、本校の１学期も再スタートをしていま

す。入学、進級と学習環境が変わる子供たちにとっては、新しい友達と学級づくりをおこなうた

めに大きなエネルギーを使う４月となり、この連休でほっと一息付けた者もいることと思いま

す。しかし、人は、目標を掲げ、物事を行っていくときに、そのことに慣れ、ほっとしたとき、

気が緩み、元の生活に戻ってしまうことがあります。「初心忘れるべからず」学校は、生徒に年

度当初に立てた目標をもう一度思い出させ、これから行われる中学校での学習活動や行事に取り

組ませようと心がけています。非常事態宣言が出されている中で、感染症予防を十分に行い、教

育活動を進めています。5月は、修学旅行や生徒総会などの生徒が主体となる行事や教育活動が

ありましたが、本校では 5月 25日～27日の修学旅行を 8月 27日～29日に、生徒総会を 6月に

延期をし、安全な教育活動を実施する予定です。子どもたちのこれらに対する目標や思い入れを

失わせることなく、その意欲を継続させなければならないと考えています。 

 私も、４月より、新しい生徒、教職員と始業式や入学式といった儀式や、生徒会が中心となっ

た新たな新入生歓迎会などを経験しました。2，3年生の代表生徒が、これからの学校生活や委

員会活動などについて新入生を小グループに分けて丁寧に説明を行い、歓迎の意を表していまし

た。全校生徒が、体育館に集まり、新入生を歓迎することはできませんでしたが、それの値する

心のこもった新入生歓迎会が実施されたと考えています。年度当初の日々の生徒の授業での様子

を自分の目で見て回り、生徒の良い点を数多く確認し、課題を設定し解決策を考える日々が続い

ています。私は、よりよい北町中学校を創っていくために、初心を忘れることなく、学校経営に

邁進していきます。 

 さて、このような状況下、子どもたちが今一度目標を見つめなおし、挑戦していく時期には、

失敗やそれに伴う悩みも大人が考える以上に大きなものなっていることがあります。今月には、

文部科学大臣から保護者や学校関係者等のみなさまに次のような文章が届けられています。 

「コロナ禍において児童生徒等の自殺者数が大きく増加していること、また、長期休業明けに

児童生徒等の自殺者数が増加する傾向にあり、不安や悩みを抱える子供たちが増えることも考え

られます。保護者や学校関係者、地域のみなさまにおかれましては、子どもたちと向き合い、話

しを聞く・話し合いをする時間を積極的に取っていただくようお願いいたします。「誰も自殺に

追い込まれることのない社会」を実現するためには、国民一人ひとりが身近な人の様子を気遣

い、支えていくことが不可欠です。文部科学省としても、児童生徒等の命を守り通せるよう、引

き続き、自殺予防の取り組みに全力を尽くします。－文部科学大臣－」 

もちろん、教職員には、子どもに対する健康観察や教育相談の充実を図るよう徹底していま

す。保護者や地域の皆様におかれましても北町中生を温かく見守っていただき、気になることが

ありましたら本校までご連絡をいただければと存じます。これからも、本校の生徒を保護者、地

域の皆様とともに育てていきたいと考えています。 



離任式 
 ４月２８日離任式を行いました。当初は、体育館で行う予定でしたが、緊急事態宣言が発令され

たため、急遽オンラインによる離任式となりました。代表生徒による感謝の言葉と花束を贈りまし

た。今までのご指導を心から感謝いたします。 

 ４人の先生方（江頭先生、原田先生、深山先生、坂野先生）は、たくさんの思い、そしてこれか

らの北町中での生徒の皆さんの成長と活躍を期待していることを語っていました。都合で欠席され

た先生方には後日、代表生徒の感謝のことばを送りました。今後のご活躍を祈念いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

連絡用携帯電話 
 通常の固定電話に加えて、家庭との連絡用回線として、令和３年４月 30日から令和４年３月 31

日まで携帯電話 2台を使用することになりました。また今年度、相談室専用の携帯電話が廃止にな

ったことから、今度の携帯電話 2台を下記のように使用しますので、次の番号に連絡ください。 

・固定電話がつながりにくい状態や休業日の緊急連絡用 

  ０８０－７２４９－２９７５ 

・火曜、木曜の相談室用 

  ０８０－７２４８－０７９２ 

 

教育実習生 
 5 月 31 日より 3 週間、理科と社会の教育実習生が本校で実習を行います。学生ですが、先生に

なるために授業や学級で実習を行います。授業を行うために前もって準備をしてきますが、いざ、

生徒の皆さんを前にすると。想定外の事がおこり、どう対応していいのかわからなくなってしまう

かもしれません。 

 また、感染対策についても大学側からも指導されているはずですが、改めて対策について中学校

側も指導していきます。生徒の皆さんも協力する気持ちでお願いします。 

 理科（2年１組） 望月 ふらの さん  

 社会（1年 1組） 角田 凌 さん    


